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人を育み 未来へ繋ぐ

日立グループの社会貢献活動

財団ホームページ           www.hitachi-zaidan.org
▲

編集後記
　2005年 6月に創刊した財団ニュースレターが今年で10周年を
迎えることができました。一人でも多くの皆さまに日立の財団を
知っていただくため、お手元にお届けしてまいりました。デザインと
印刷は日立グループの(株)日立ドキュメントソリューションズに、
発送業務は(株)日立ハイテクサポートにお願いし、2社に支えられ
10年を迎えることができました。これからは、日立財団として皆さまに
より良い情報をお届けできるよう努めてまいります。

公益財団法人日立財団に生まれかわりました。
2015年４月１日

ご挨拶

日立の国内５財団(小平記念日立教育振興財団、日立環境財団、倉田記念日立科学技術財団、日立国際奨学財団、

日立みらい財団)が合併し、平成２７年４月１日より「公益財団法人日立財団」としてスタートしました。

財団名 理事長創設者設立年月日設立当時の名称と理念

公益財団法人
小平記念日立教育振興財団

小平記念会 幼児期からの躾教育 田中 幸二
1971年7月9日
(昭和46年)

駒井 健一郎
（日立製作所第 3代社長）

公益財団法人
日立環境財団

公害調査センター 公害問題の調査研究 小豆畑  茂
1972年1月31日
(昭和47年)

駒井 健一郎
（日立製作所第 3代社長）

公益財団法人
倉田記念日立科学技術財団

国産技術振興会 若手研究者の育成 小豆畑  茂
1967年10月1日
(昭和42年)

倉田  主税
（日立製作所第 2代社長）

公益財団法人
日立国際奨学財団

日立国際奨学財団 アジアの研究水準向上 谷垣 勝秀
1984年12月2日
(昭和59年)

駒井 健一郎
（日立製作所第 3代社長）

公益財団法人
日立みらい財団

青少年更生福祉センター 
非行からの立直りと
防止

葛岡 利明

1967年3月29日
(昭和42年)

竹内 亀次郎
(日立製作所元副社長 )

矯正福祉会 受刑者の社会復帰
1971年9月16日
(昭和46年)

竹内 亀次郎
(日立製作所元副社長 )

公益財団法人　日 立 財 団

〒100-8220  東京都千代田区丸の内一丁目6番1号
　　　　　丸の内センタービル12階

hitachizaidan@hdq.hitachi.co.jp
03-5221-6675 03-5221-6680TEL FAX

　日立の５つの財団が合併し、４月１日より公益財団法人日立財団として活動することに
なりましたのでご報告申し上げます。
　日立製作所は今年創業１０５年を迎えます。創業以来、「優れた自主技術・製品の開発
を通じて社会に貢献する」という企業理念に基づき、従業員を通じて技術やノウハウを
地域社会に伝え、次世代への教育や地域が抱える課題の解決に貢献する活動を行って
まいりました。その精神から財団が生まれ、最初に設立した財団から４８年が経過しました。
これまで、青少年の健全育成、環境、幼児教育、科学技術、国際奨学と創設時の理念を
つないでまいりましたが、各財団で取り組んできた事業をより飛躍させるため、社会のニーズ

を踏まえ有機的連携を図り、さらなる貢献をめざしていきたいと願っています。当財団は今度とも豊かで輝かしい
未来を実現するための活動を推進してまいります。
　皆さまにおかれましては、これまでと変わらぬご支援ご指導を賜りますよう、お願い申し上げます。

公益財団法人日立財団

理事長  田中 幸二

　3月2日（月）、経団連会館にて「第47回 倉田奨励

金」贈呈式・記念パーティーを開催しました。今年度は

全国から373件の応募があり、厳正な選考の結果、難関を

突破された53名の研究者に対して、総額6,000万円の

研究助成金を贈呈しました。

　贈呈式には、文部科学省 安藤慶明審議官、東京工業

大学 三島良直学長をはじめとする約110名の皆さまに

ご列席いただき、小豆畑理事長より受領者一人ひとりへ

贈呈書を手渡しました。また、三島学長からは「トップを

見据え、一流の方や異分野の方との交わりを大切にして

ください。必ず学ぶものがあります。」と若い研究者の

皆さまへ応援の言葉をいただきました。

　閉会後の記念パーティーでは岡山大学自然科学研究科

長の妹尾昌治先生より乾杯のご発声をいただき、 列席者

の皆さまは、和やかな雰囲気の中、交流を深めていました。

　本年度採択された研究テーマの一覧と、贈呈式の

様子は財団ウェブサイトをご覧ください。

発行日： 2015年 4月1日発行　発行責任者： 神山 和也　編集責任者： 寺村 奈津季　印刷： （株）日立ドキュメントソリューションズ

所在地

●2014年度「倉田奨励金」の贈呈式を開催しました

●2014年度「日立スカラーシップ」卒業式

　日立スカラーシップは東南アジアの大学で自然科学

分野を専門とする教員が日本の大学院に留学し、博士

号を取得後、母校に戻り後進の指導に当たるとともに、

日本の大学と研究分野での継続的な関係づくりを支援

するプログラムです。

　2015年3月11日(水)、東京ガーデンパレス(東京都

文京区)において2014年度日立スカラーシップ卒業式

を開催しました。本年の卒業生はインドネシアが3名、

フィリピンが1名の計4名です。卒業式には在学中の

奨学生16名も出席しました。来賓としてインドネシア

大使館よりマヘンドラ大使、フィリピン大使館よりエス

カローナ公使、ならびに外務省新美国際文化交流審議

官、文科省高等教育局渡辺学生・留学生課長にご臨席

賜り、盛会となりました(出席者総数110名）。

　マヘンドラ大使からは流暢な日本語で卒業生への激励

のお言葉と日立の奨学プログラムへの賛辞を頂戴し、

新美審議官からはユーモアに富んだお祝辞をいただき

ました。当日は、日立製作所幹部も出席し、励ましの声を

かけていただき、卒業生、奨学生にとってはたいへん意義

深い卒業式となりました。

　翌3月12日(木)は、

全 員 がスタディー･

ツアーとして、完成した

ばかりの中央研究所

鳩山サイトにある超

高電圧電子顕微鏡、

ならびに日立金属熊

谷工場の磁性体材料

製造現場を見学しま

した。日頃企業との

接点が少ない奨学生

にとって、このような

見学は貴重な機会と

なっています。

http://www.hitachi-zaidan.org/kurata/index.html

▲ ▲

▲小豆畑理事長（当時）より
　倉田奨励金の贈呈

▲受領者と選考委員の歓談の様子

▲卒業式を前に奨学生全員が財団理事長
　とともに

▲開会のご挨拶をする谷垣理事長(当時)

▲マヘンドラ大使（インドネシア）と談笑する奨学生



人づくり

人を育み、未来へ繋ぐ

１．家庭教育と子育て支援の振興

◆「こども・みらい・サポート事業」の開催
◆「更生保護ボランティア」の支援
◆雑誌「犯罪と非行」の発行
◆「ストックホルム犯罪学賞」への協賛

２．犯罪や非行のない明るい社会作り

◆日立スカラーシップ～自然科学系博士課程留学支援
◆日立リサーチフェローシップ～自然科学系博士短期招聘
◆駒井フェローシップ～文系研究者短期招聘

３．東南アジアの大学教員を対象とした奨学プログラム

◆研究助成「倉田奨励金」
◆倉田奨励金受領者のための海外渡航費補助
◆「倉田奨励金研究報告」の発行

学術・科学技術の振興および環境保全の推進

１．学術・科学技術の振興

◆雑誌「季刊　環境研究」の発行
◆世界各国の環境法の邦訳調査
◆環境サイエンスカフェ
◆「環境賞」贈呈
◆環境NPO助成

２．環境保全

◆「竹内亀次郎記念杯日立市少年少女スポーツ育成大会」の開催
◆「小平記念作文コンクール」の開催

地域コミュニティ活動の支援

１．地域における青少年の健全育成支援

◆「社会を明るくする運動」への協賛
◆「ＢＢＳモデル活動事業」の活動支援

２．地域における活動支援

◆「小平奨励賞（社会的功労者の顕彰）」の贈呈
◆「小平記念教育資金」の贈呈
◆高尾基金事業：「茨城大学社会公開セミナー」
　　　　　　　　「市民公開講座」の開催
◆横山基金事業：「日立少年少女発明クラブ」の活動支援

３．地域における文化振興

役員一覧

◆「子育て公開講座・セミナー」の開催
◆「家庭教育シンポジウム」の開催
◆「社会教育シンポジウム」の開催
◆「家庭教育研究所 紀要」の発行

監 事 馬 場  義 宣
ば     ば       よし  のぶ

弁護士

評議員 荒 井 　 勝
あら   い           まさる

ＮＰＯ法人社会的責任投資フォーラム 会長

評議員 葛 岡  利 明
くず  おか      とし  あき

(株)日立製作所 代表執行役 執行役専務

評議員 河 野  通 長
こう    の        みち  なが (株)ミチクリエイティブシティデザイナーズ

代表取締役社長

評議員 白 石 　 隆
しら　いし         たかし

政策研究大学院大学 学長

評議員 谷 本  寛 治
たに  もと       かん    じ

早稲田大学商学部 教授

評議員 丸 山 　 寿
まる  やま          ひさし

(株)日立化成 執行役

評議員 安 井 　 至
やす   い           いたる

(独)製品評価技術基盤機構 理事長

監 事 内 田  晴 康
うち    だ       はる  みち

森・濱田松本法律事務所 弁護士理事長 田 中  幸 二
た   なか       こう    じ

(株)日立製作所 代表執行役 執行役副社長

理 事 畔 柳  信 雄
くろ  やなぎ    のぶ   お

(株)三菱東京ＵＦＪ銀行 特別顧問

理 事 川  村 　 隆
かわ      むら          たかし

(株)日立製作所 相談役

理 事 佐 藤  正 敏
さ    とう       まさ   とし

損害保険ジャパン日本興亜(株) 相談役

理 事 高 萩  光 紀
たか  はぎ      みつ  のり

ＪＸホールディングス(株) 相談役

理 事 谷 口  武 俊
たに  ぐち      たけ   とし

東京大学政策ビジョン研究センター 教授

理 事 道垣内  正人
どう  が   うち    まさ  と

早稲田大学 法科大学院 教授

理 事 波多野  睦子
は    た   の     むつ  こ 東京工業大学大学院理工学研究科

電子物理工学専攻 教授

常務理事 吉 野  正 隆
よし    の       まさ   たか

(公財)日立財団 事務局長

日立財団は、これまでの5つの財団活動の蓄積を
活かしつつ、時代の課題に即した事業活動を行な
い社会に貢献したいと願っています。

ビジョン

学術・科学技術
環境保全

人づくり

地域コミュニティ

（１）人づくり
　　・国内外の学術および科学技術の人材育成を支援する。
　　・家庭や社会における幼児・児童・青少年の健全な育成に貢献する。

（２）学術・科学技術の振興および環境保全の推進
　　・次の時代を拓く学術・科学技術の振興、環境保全の振興および次世代にむけた理科教育の普及啓発活動を行う。

（３）地域コミュニティ活動の支援
　　・国内外の地域社会との共生により、時代の要請に対応し日立グループの人材、技術などを活用しつつ

地域の発展、繁栄に貢献する。

事業内容

1

2

3
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▲

編集後記
　2005年 6月に創刊した財団ニュースレターが今年で10周年を
迎えることができました。一人でも多くの皆さまに日立の財団を
知っていただくため、お手元にお届けしてまいりました。デザインと
印刷は日立グループの(株)日立ドキュメントソリューションズに、
発送業務は(株)日立ハイテクサポートにお願いし、2社に支えられ
10年を迎えることができました。これからは、日立財団として皆さまに
より良い情報をお届けできるよう努めてまいります。

公益財団法人日立財団に生まれかわりました。
2015年４月１日

ご挨拶

日立の国内５財団(小平記念日立教育振興財団、日立環境財団、倉田記念日立科学技術財団、日立国際奨学財団、

日立みらい財団)が合併し、平成２７年４月１日より「公益財団法人日立財団」としてスタートしました。

財団名 理事長創設者設立年月日設立当時の名称と理念

公益財団法人
小平記念日立教育振興財団

小平記念会 幼児期からの躾教育 田中 幸二
1971年7月9日
(昭和46年)

駒井 健一郎
（日立製作所第 3代社長）

公益財団法人
日立環境財団

公害調査センター 公害問題の調査研究 小豆畑  茂
1972年1月31日
(昭和47年)

駒井 健一郎
（日立製作所第 3代社長）

公益財団法人
倉田記念日立科学技術財団

国産技術振興会 若手研究者の育成 小豆畑  茂
1967年10月1日
(昭和42年)

倉田  主税
（日立製作所第 2代社長）

公益財団法人
日立国際奨学財団

日立国際奨学財団 アジアの研究水準向上 谷垣 勝秀
1984年12月2日
(昭和59年)

駒井 健一郎
（日立製作所第 3代社長）

公益財団法人
日立みらい財団

青少年更生福祉センター 
非行からの立直りと
防止

葛岡 利明

1967年3月29日
(昭和42年)

竹内 亀次郎
(日立製作所元副社長 )

矯正福祉会 受刑者の社会復帰
1971年9月16日
(昭和46年)

竹内 亀次郎
(日立製作所元副社長 )

公益財団法人　日 立 財 団

〒100-8220  東京都千代田区丸の内一丁目6番1号
　　　　　丸の内センタービル12階

hitachizaidan@hdq.hitachi.co.jp
03-5221-6675 03-5221-6680TEL FAX

　日立の５つの財団が合併し、４月１日より公益財団法人日立財団として活動することに
なりましたのでご報告申し上げます。
　日立製作所は今年創業１０５年を迎えます。創業以来、「優れた自主技術・製品の開発
を通じて社会に貢献する」という企業理念に基づき、従業員を通じて技術やノウハウを
地域社会に伝え、次世代への教育や地域が抱える課題の解決に貢献する活動を行って
まいりました。その精神から財団が生まれ、最初に設立した財団から４８年が経過しました。
これまで、青少年の健全育成、環境、幼児教育、科学技術、国際奨学と創設時の理念を
つないでまいりましたが、各財団で取り組んできた事業をより飛躍させるため、社会のニーズ

を踏まえ有機的連携を図り、さらなる貢献をめざしていきたいと願っています。当財団は今度とも豊かで輝かしい
未来を実現するための活動を推進してまいります。
　皆さまにおかれましては、これまでと変わらぬご支援ご指導を賜りますよう、お願い申し上げます。

公益財団法人日立財団

理事長  田中 幸二

　3月2日（月）、経団連会館にて「第47回 倉田奨励

金」贈呈式・記念パーティーを開催しました。今年度は

全国から373件の応募があり、厳正な選考の結果、難関を

突破された53名の研究者に対して、総額6,000万円の

研究助成金を贈呈しました。

　贈呈式には、文部科学省 安藤慶明審議官、東京工業

大学 三島良直学長をはじめとする約110名の皆さまに

ご列席いただき、小豆畑理事長より受領者一人ひとりへ

贈呈書を手渡しました。また、三島学長からは「トップを

見据え、一流の方や異分野の方との交わりを大切にして

ください。必ず学ぶものがあります。」と若い研究者の

皆さまへ応援の言葉をいただきました。

　閉会後の記念パーティーでは岡山大学自然科学研究科

長の妹尾昌治先生より乾杯のご発声をいただき、 列席者

の皆さまは、和やかな雰囲気の中、交流を深めていました。

　本年度採択された研究テーマの一覧と、贈呈式の

様子は財団ウェブサイトをご覧ください。

発行日： 2015年 4月1日発行　発行責任者： 神山 和也　編集責任者： 寺村 奈津季　印刷： （株）日立ドキュメントソリューションズ

所在地

●2014年度「倉田奨励金」の贈呈式を開催しました

●2014年度「日立スカラーシップ」卒業式

　日立スカラーシップは東南アジアの大学で自然科学

分野を専門とする教員が日本の大学院に留学し、博士

号を取得後、母校に戻り後進の指導に当たるとともに、

日本の大学と研究分野での継続的な関係づくりを支援

するプログラムです。

　2015年3月11日(水)、東京ガーデンパレス(東京都

文京区)において2014年度日立スカラーシップ卒業式

を開催しました。本年の卒業生はインドネシアが3名、

フィリピンが1名の計4名です。卒業式には在学中の

奨学生16名も出席しました。来賓としてインドネシア

大使館よりマヘンドラ大使、フィリピン大使館よりエス

カローナ公使、ならびに外務省新美国際文化交流審議

官、文科省高等教育局渡辺学生・留学生課長にご臨席

賜り、盛会となりました(出席者総数110名）。

　マヘンドラ大使からは流暢な日本語で卒業生への激励

のお言葉と日立の奨学プログラムへの賛辞を頂戴し、

新美審議官からはユーモアに富んだお祝辞をいただき

ました。当日は、日立製作所幹部も出席し、励ましの声を

かけていただき、卒業生、奨学生にとってはたいへん意義

深い卒業式となりました。

　翌3月12日(木)は、

全 員 がスタディー･

ツアーとして、完成した

ばかりの中央研究所

鳩山サイトにある超

高電圧電子顕微鏡、

ならびに日立金属熊

谷工場の磁性体材料

製造現場を見学しま

した。日頃企業との

接点が少ない奨学生

にとって、このような

見学は貴重な機会と

なっています。

http://www.hitachi-zaidan.org/kurata/index.html

▲ ▲
▲小豆畑理事長（当時）より
　倉田奨励金の贈呈

▲受領者と選考委員の歓談の様子

▲卒業式を前に奨学生全員が財団理事長
　とともに

▲開会のご挨拶をする谷垣理事長(当時)

▲マヘンドラ大使（インドネシア）と談笑する奨学生


